台湾野兎（のうさぎ）のエリア
台湾では、野兎はただの一科一種だけです。彼らは、中国の野兎の１つの亜種（あしゅ）で、また、

台湾海峡は中に隔てているなので、野兎の様子もある程度が違ってきます。台湾の野兎は、もともと平原から500メートルの山の斜面に住んでいたのだが、現在の台湾の平原と山の斜面では、もはや高層ビルが立ち並んでおり、野兎は、元に住み慣れた棲家を失って、ますます高いところに引っ越せればならないので、数量上にもますます少なくなります。二十数年前の台湾の平原では、野兎は依然として、田舎の人々がよく見かける友たちみたいな存在でしたのだが、彼らは、サトウキビの畑、あるいは、灌漑水田（かいがんすいでん）側にある草木のヒーブの中で、穴を掘る習性があり、一回には、３匹から～９匹までの小さい兎を生みます；平原と丘の境に野兎は、トビの主要な餌食となっています。

貴賓の皆様、有難う御座います！どうぞ、次のエリアへ引き続き、ご参観をしてください。
Lepus sinensis formosus Thomas Area
Formosan hares are an endemic subspecies to Taiwan that inhabit regions from flatlands to woodlands, especially the evergreen broad-leaved forests at elevations below 500m.It’s easy to find them in countryside about 20 years ago. Since there are more and more buildings in Taiwan, Formosan hares move to higher mountain and become less and less. During breeding seasons in the spring, summer, and autumn, they usually give birth to three to nine babies in thick grass. 

Thanks for your visiting. Please continue your tour to the next area. 

